
科目名 統計学特論　Advanced Statistics

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

前期 90 時間

担　当　教　員 【常勤】　准教授　岸川　善紀

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

（１）確率の定義や基本概念を理解でき、主要な確率分布についてその性質やどのような自然現象、経
済事象で用いられるか理解できること
（２）金融工学への応用を意識し、ポートフォリオ選択など確率をもちいた応用問題が解けること

第1学年 経営情報工学専攻 学修 2 単位 選択 講義

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

現実の経済データなど
から関連する確率分布
を発見することができる

各種確率分布がどのよ
うな自然現象、経済事象
に対応するものか理解
できる

各種確率分布について
数式ならびに特徴を理
解し、説明できる

確率分布についての理
解が十分ではない

到達目標
②

ポートフォリオ問題など
確率変数を用いた応用
問題を解くことができる

確率変数、確率過程に
関する特徴を説明する
問題を解くことができる

確率過程、ランダム
ウォークについてその特
性を説明できる

確率変数、確率過程の
理解が十分ではない

学習・教育到達目標 (Ｅ) JABEE基準１（２） （ｄ）－２

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 70 30 100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ○

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ◎

汎用的技能
【　　】

態度・志向性(人間力)
【　　】

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】



関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目

教科書 松原望「入門確率過程」東京図書

補助教材等

学　習　上　の　留　意　点

統計データが示す確率分布についての理解を中心とする。座学による確率分布の特性の理解ならびに数式を利用した演習
が中心となる

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

本講義では金融工学の分野などでその考え方を用いられる、確率変数について学びます。
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

ガイダンス 本講義の概要を説明する
シラバスを参考に目的を理
解する

二項分布と正規分布の関係 講義の内容を復習する

ポワソン分布，指数分布 講義の内容を復習する

モーメント母関数 中心極限定理の始まり，モーメント母関数 講義の内容を復習する

確率の基本

確率の意味，確率の定義，条件付き確率 講義の内容を復習する

期待値と分散，標準偏差 講義の内容を復習する

確率分布について

離散分布，二項分布 講義の内容を復習する

連続分布，正規分布 講義の内容を復習する

ランダム・ウォーク ランダム・ウォーク，マルチンゲール性 講義の内容を復習する

中心極限定理 大数の法則、中心極限定理 講義の内容を復習する

多次元確率変数

共分散と相関係数，同時確率分布 講義の内容を復習する

ポートフォリオ選択への応用 講義の内容を復習する

２変数正規分布 講義の内容を復習する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 30 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 60 時間

ブラウン運動 ブラウン運動とは，ブラウン運動の定義 講義の内容を復習する

期末試験

まとめ
期末試験の解説とともに、全体の学習事項のまと
めを行い、それを理解できる

総　学　習　時　間　数 90 時間


